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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が所持する記憶媒体と、遊技機と、当該遊技機に対応して配置した記憶媒体処理
装置と、前記遊技機に対応して配置し、当該遊技機から払い出された遊技媒体の計数が可
能な計数機と、記憶媒体処理装置と接続されている管理装置とから成り、
　前記記憶媒体は、
　当該記憶媒体に割り振られた固有の識別情報を記憶する識別情報記憶部を有し、
　前記記憶媒体処理装置は、
　前記記憶媒体に記憶されている情報の読取りを行う読取り部と、
　識別情報を記憶する記憶媒体識別情報記憶部と、
　読取りを行った前記記憶媒体の持玉数を記憶する使用禁止持玉情報記憶部と、
　前記計数機で計数された持玉数を記憶する使用可能持玉情報記憶部と、
　前記記憶媒体の識別情報とは異なる識別情報を作成する作成部と、
　前記記憶媒体の識別情報と前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶されている識別情報とを
照合する照合部と、
　前記作成部が作成した識別情報を前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶させ、
　前記記憶媒体の識別情報と記憶媒体処理装置内に記憶されている持玉情報とを前記管理
装置に送信する制御を行い、
　前記照合部が照合した識別情報が不一致の場合は、前記記憶媒体の識別情報を前記管理
装置に送信し、
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　前記管理装置から受信した持玉情報から特定される持玉数を前記使用禁止持玉情報記憶
部に記憶させる制御を行う記憶制御部と、
　持玉の払出操作を検知すると、持玉払出信号を払出し制御部に送信する持玉払出操作検
知部と、
　前記持玉払出操作検知部から前記持玉払出信号を受信すると、前記使用可能持玉情報記
憶部に記憶されている持玉数の遊技媒体を払出す払出し制御部とを有し、
　前記管理装置は、
　前記記憶媒体の識別情報と当該識別情報と関連付けて持玉情報を記憶する記憶部と、
　前記記憶媒体処理装置から前記記憶媒体の識別情報と持玉情報の両方を受信すると、前
記記憶部に当該持玉情報を当該識別情報に関連付けて記憶させ、
　前記記憶媒体処理装置から前記記憶媒体の識別情報のみを受信すると、当該識別情報に
関連付けて記憶されている持玉情報を前記記憶媒体処理装置に送信する制御部とを有する
ことを特徴とする、記憶媒体処理システム。
【請求項２】
　前記記憶媒体処理装置が、
　前記使用禁止持玉情報記憶部に記憶されている持玉数と前記使用可能持玉情報記憶部に
記憶されている持玉数とを合算する演算部と、
　前記使用禁止持玉情報記憶部に記憶されている持玉数と前記使用可能持玉情報記憶部に
記憶されている持玉数の合算値を表示する表示部とを更に有することを特徴とする、請求
項１に記載の記憶媒体処理システム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は遊技場の記憶媒体処理システムに関するものである。特に遊技者が所持する記憶
媒体に記憶されている持玉を用いて遊技する場合の、特定台への持玉の持込みを禁止する
記憶媒体処理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、特許文献１に示すように、各遊技機の近傍に計数機を配置し、当該遊技機で遊技者
が遊技により獲得した遊技媒体を計数し、計数結果を情報として各遊技者が所持する記憶
媒体に記憶させたり、計数結果を遊技場の管理装置に記憶させると共に記憶媒体にはこの
計数結果を特定する情報を記憶させたりする。そして遊技者の手持ちの遊技球が不足した
場合に記憶媒体に記憶されている情報に基づいて遊技媒体の払い出しを受け、遊技に使用
するという技術が知られている。この技術は、いわゆる持玉として知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２４１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
ところで、持玉の移動・共有を自由にしている遊技場においても、イベントや新台入れ替
え又は遊技場の方針として、特定の遊技機において持玉の移動や共有を認めていない場合
がある。又、遊技場の方針として、持玉の移動・共有自体を制限している場合もある。こ
のような遊技場の運用形態については、従来は遊技場の従業員が遊技者に直接声掛けして
、その旨を伝える等して対処しており、システムとしてそのような処理を行うことはでき
なかった。システムとしてそのような処理を行うためには、遊技者がある遊技機で獲得し
た遊技媒体に関する情報を電子化して記憶媒体に記憶させ、当該記憶媒体に記憶されてい
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る持玉を特定の遊技機では、使用ができないようにする必要がある。
【０００５】
本発明は、上記従来技術を考慮したものであって、上記のような運用形態を採用する遊技
場において、その運用形態に沿ったシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
前記目的を達成するため、請求項１の発明では、
　遊技者が所持する記憶媒体と、遊技機と、当該遊技機に対応して配置した記憶媒体処理
装置と、前記遊技機に対応して配置し、当該遊技機から払い出された遊技媒体の計数が可
能な計数機と、記憶媒体処理装置と接続されている管理装置とから成り、
　前記記憶媒体は、
　当該記憶媒体に割り振られた固有の識別情報を記憶する識別情報記憶部を有し、
　前記記憶媒体処理装置は、
　前記記憶媒体に記憶されている情報の読取りを行う読取り部と、
　識別情報を記憶する記憶媒体識別情報記憶部と、
　読取りを行った前記記憶媒体の持玉数を記憶する使用禁止持玉情報記憶部と、
　前記計数機で計数された持玉数を記憶する使用可能持玉情報記憶部と、
　前記記憶媒体の識別情報とは異なる識別情報を作成する作成部と、
　前記記憶媒体の識別情報と前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶されている識別情報とを
照合する照合部と、
　前記作成部が作成した識別情報を前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶させ、
　前記記憶媒体の識別情報と記憶媒体処理装置内に記憶されている持玉情報とを前記管理
装置に送信する制御を行い、
　前記照合部が照合した識別情報が不一致の場合は、前記記憶媒体の識別情報を前記管理
装置に送信し、
　前記管理装置から受信した持玉情報から特定される持玉数を前記使用禁止持玉情報記憶
部に記憶させる制御を行う記憶制御部と、
　持玉の払出操作を検知すると、持玉払出信号を払出し制御部に送信する持玉払出操作検
知部と、
　前記持玉払出操作検知部から前記持玉払出信号を受信すると、前記使用可能持玉情報記
憶部に記憶されている持玉数の遊技媒体を払出す払出し制御部とを有し、
　前記管理装置は、
　前記記憶媒体の識別情報と当該識別情報と関連付けて持玉情報を記憶する記憶部と、
　前記記憶媒体処理装置から前記記憶媒体の識別情報と持玉情報の両方を受信すると、前
記記憶部に当該持玉情報を当該識別情報に関連付けて記憶させ、
　前記記憶媒体処理装置から前記記憶媒体の識別情報のみを受信すると、当該識別情報に
関連付けて記憶されている持玉情報を前記記憶媒体処理装置に送信する制御部とを有する
、記憶媒体処理システムとした。
【０００７】
請求項２の発明では、
　前記記憶媒体処理装置が、
　前記使用禁止持玉情報記憶部に記憶されている持玉数と前記使用可能持玉情報記憶部に
記憶されている持玉数とを合算する演算部と、
　前記使用禁止持玉情報記憶部に記憶されている持玉数と前記使用可能持玉情報記憶部に
記憶されている持玉数の合算値を表示する表示部とを更に有する、請求項１に記載の記憶
媒体処理システムとした。
【発明の効果】
【０００８】
請求項１～２の発明によれば、記憶媒体処理システムとして機械的に、ある遊技機で獲得
した持玉を当該遊技機以外の特定の遊技機、あるいは、当該遊技機では使用できないよう
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にするため、遊技場の従業員が遊技者の動向を監視し、直接遊技者に声を掛ける手間が省
け、便宜である。また記憶媒体処理システムとして、機械的に持玉の使用を禁止するため
、確実に禁止することができる。
【０００９】
また特に請求項１の発明によれば、当該記憶媒体の識別情報とは異なる識別情報を作成し
、記憶媒体識別情報記憶部に記憶させる構成としたため、ある遊技機で遊技を行い、獲得
した持玉であっても、当該持玉を用いて当該遊技機で遊技を行うことができない。結局、
当該遊技機では持玉を利用して遊技を行うことができなくなり、より遊技場の運営方針に
的確に沿うことができる。
【００１０】
また特に請求項２の発明によれば、表示部で使用禁止持玉情報記憶部に記憶されている持
玉数と使用可能持玉情報記憶部に記憶されている持玉数とを合算した持玉数を表示するた
め、遊技者に自己の財産である持玉の存在を認識させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る記憶媒体処理システムAを示す概略図である。
【図２】(a)本発明に係る第１記憶媒体処理装置３を示す正面図である。 (b)本発明に係
る第2記憶媒体処理装置５を示す正面図である。
【図３】本発明に係る第２記憶媒体処理装置５の処理の流れを示す流れ図である。
【図４】本発明に係る記憶媒体処理システムＢを示す概略図である。
【図５】本発明に係る第２記憶媒体処理装置２５の処理の流れを示す流れ図である。
【図６】本発明に係る記憶媒体処理システムＣを示す概略図である。
【図７】本発明に係る記憶媒体処理装置４２を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
本発明は、遊技者が所持する記憶媒体と、遊技機と、当該遊技機に対応して配置した記憶
媒体処理装置と、前記遊技機に対応して配置し、当該遊技機から払い出された遊技媒体の
計数が可能な計数機と、記憶媒体処理装置と接続されている管理装置とから成り、前記記
憶媒体は、当該記憶媒体に割り振られた固有の識別情報を記憶する識別情報記憶部を有し
、前記記憶媒体処理装置は、前記記憶媒体に記憶されている情報の読取りを行う読取り部
と、識別情報を記憶する記憶媒体識別情報記憶部と、読取りを行った前記記憶媒体の持玉
数を記憶する使用禁止持玉情報記憶部と、前記計数機で計数された持玉数を記憶する使用
可能持玉情報記憶部と、前記記憶媒体の識別情報とは異なる識別情報を作成する作成部と
、前記記憶媒体の識別情報と前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶されている識別情報とを
照合する照合部と、前記作成部が作成した識別情報を前記記憶媒体識別情報記憶部に記憶
させ、前記記憶媒体の識別情報と記憶媒体処理装置内に記憶されている持玉情報とを前記
管理装置に送信する制御を行い、前記照合部が照合した識別情報が不一致の場合は、前記
記憶媒体の識別情報を前記管理装置に送信し、前記管理装置から受信した持玉情報から特
定される持玉数を前記使用禁止持玉情報記憶部に記憶させる制御を行う記憶制御部と、持
玉の払出操作を検知すると、持玉払出信号を払出し制御部に送信する持玉払出操作検知部
と、前記持玉払出操作検知部から前記持玉払出信号を受信すると、前記使用可能持玉情報
記憶部に記憶されている持玉数の遊技媒体を払出す払出し制御部とを有し、前記管理装置
は、前記記憶媒体の識別情報と当該識別情報と関連付けて持玉情報を記憶する記憶部と、
前記記憶媒体処理装置から前記記憶媒体の識別情報と持玉情報の両方を受信すると、前記
記憶部に当該持玉情報を当該識別情報に関連付けて記憶させ、前記記憶媒体処理装置から
前記記憶媒体の識別情報のみを受信すると、当該識別情報に関連付けて記憶されている持
玉情報を前記記憶媒体処理装置に送信する制御部とを有する構成とすることにより、特定
の遊技機への持玉の持ち込みを確実に禁止することができる。
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【実施例１】
【００１３】
図１は、本発明の記憶媒体処理システムAの全体を概略的に示した概念図であり、記憶媒
体処理システムAは、記憶媒体１と第１計数機２と第１記憶媒体処理装置３と、第２計数
機４と、第２記憶媒体処理装置５と、管理装置９とから成る。
【００１４】
記憶媒体１は、情報を記憶し、また記憶された情報を読出すことのできる媒体であればよ
く、例えば、集積回路を組み込んだ会員用IDカード、ICコイン等である。特に、当該記憶
媒体１は、当該記憶媒体１に割り振られた固有の識別情報を記憶する識別情報記憶部６と
、持玉特定情報を記憶する持玉特定情報記憶部７とを有している。持玉特定情報とは、管
理装置９内に記憶している持玉数を示す持玉情報を特定する情報である。
【００１５】
図２に示すように、第１記憶媒体処理装置３及び第２記憶媒体処理装置５は、遊技機８に
対応して設けられている台間機であり、貸し玉あるいは貸しコイン等遊技媒体の払出し機
である。また、遊技機８には、払い出された玉、コイン等の遊技媒体を計数し、遊技者が
獲得した持玉として、遊技媒体の数量等の情報を第１記憶媒体処理装置３に送信する第１
計数機２と、第２記憶媒体処理装置５に送信する第２計数機４が設けられている。さらに
図２(a)に示す通り、遊技機８の前面には、記憶媒体１を後述する第１読取り書込み部１
０から排出するのを促す排出ボタン(図示省略)が設けられている。排出ボタンは、第１記
憶制御部１１と接続されており、排出ボタンが押下げられた場合には、排出信号を第１記
憶制御部１１に送信する。
【００１６】
第１記憶媒体処理装置３は特に、記憶媒体１を挿入・排出自在で、挿入された記憶媒体１
の内部に情報を書き込み、また内部に記憶された情報を読取る第１読取り書込み部１０と
、記憶媒体１を第１読取り書込み部１０から排出する際に、記憶媒体１の持玉特定情報記
憶部７に持玉特定情報を記憶させる第１記憶制御部１１とを有している。
【００１７】
第２記憶媒体処理装置５は特に、持込み禁止モード信号を受信して、第２記憶制御部２０
が記憶媒体１の持玉情報から特定される持玉数を使用禁止持玉情報記憶部１８及び累積持
玉情報記憶部１９に記憶させる制御を行うように設定する設定部２３と、持玉払出操作部
１３と、持玉払出操作部１３が操作された際に持玉払出信号を送信する持玉払出操作検知
部１４と、記憶媒体１を挿入・排出自在で、挿入された記憶媒体１の内部に情報を書き込
み、また内部に記憶された情報を読取る第２読取り書込み部１５と、遊技者の所持する記
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憶媒体１の識別情報を記憶する記憶媒体識別情報記憶部１６と、記憶媒体１の持玉特定情
報から特定される持玉数を記憶する使用禁止持玉情報記憶部１８と、記憶媒体１の持玉特
定情報から特定される持玉数と第２計数機４で計数された持玉数とを合算した累積持玉数
を記憶する累積持玉情報記憶部１９と、累積持玉数を表示する表示部２１と、記憶媒体１
の識別情報記憶部６に記憶されている識別情報と、記憶媒体識別情報記憶部１６に記憶さ
れている識別情報との照合を行う照合部１７と、照合した識別情報が不一致の場合は、記
憶媒体１の持玉数を使用禁止持玉情報記憶部１８及び累積持玉情報記憶部１９に記憶させ
る第２記憶制御部２０と、第２計数機４が計数した持玉数を累積持玉情報記憶部１９に記
憶されている持玉数に加算し、また持玉払出信号を受信すると、累積持玉数から使用禁止
持玉情報に記憶されている持玉数を減算する演算部２１と、減算した持玉数の遊技媒体を
払出す払出し制御部２２とを有している。
【００１８】
管理装置９は、図１に示すように第１記憶媒体処理装置３及び第２記憶媒体処理装置５と
接続されており、相互に情報の送受信が可能である。管理装置９は特に、持込み禁止モー
ド信号を第２記憶媒体処理装置５の設定部２３に送信する。
【００１９】
なお、記憶媒体処理システムAの前提として、管理装置９は持込み禁止モード信号を第２
記憶媒体処理装置５の設定部２３に送信する。持込み禁止モード信号を受信した設定部２
３は、第２記憶制御部２０が記憶媒体１の持玉情報を使用禁止持玉情報記憶部１８及び累
積持玉情報記憶部１９に記憶させる制御を行うように設定する。一方、管理装置９から持
込み禁止モード信号を受信しなかった設定部２３は、第２記憶制御部２０が記憶媒体１の
持玉情報を累積持玉情報記憶部１９に記憶させる制御を行う。つまり、第２記憶媒体処理
装置５は、管理装置から持込み禁止モード信号を受信すると、持込み禁止モードになり、
持込み禁止モード信号を受信しなければ、通常モードでの運用になる。
【００２０】
また、上述の持込み禁止モードに設定する際、管理装置９で持込み禁止に設定されなかっ
た第２記憶媒体処理装置５に対しては、通常モードでの運用の設定となる通常モード信号
を送信するように構成し、管理装置９から設定部２３で通常モード信号を受信した第２記
憶媒体処理装置５は通常モードで運用されるようにしても良い。
【００２１】
次に、記憶媒体処理システムAの処理の流れを説明する。まず、遊技者は、記憶媒体１を
第１記憶媒体処理装置３の第１読取り書込み部１０に挿入する。そして第１記憶媒体処理
装置３に対応して設けられている遊技機８で遊技を行うと、第１計数機２では、遊技機８
から払い出された遊技媒体を計数し、計数結果である持玉情報を順次第１記憶制御部１１
に送信する。遊技者が当該遊技機８での遊技を終了する場合、排出ボタン(図示省略)を押
下げる。遊技者の排出ボタンの押下げによって、排出信号が第１記憶制御部１１に送信さ
れる。排出信号を受け取った第１記憶制御部１１では、その時点の持玉数を示す持玉情報
を記憶媒体１の識別情報と共に、管理装置９に送信する。管理装置９の制御部２５では、
記憶部２４に識別情報と共に持玉情報を記憶する。また、第１記憶媒体処理装置３の第１
記憶制御部１１は、第１読取り書込み部１０を通じて、当該持玉情報を特定するための持
玉特定情報を記憶媒体１の持玉特定情報記憶部７に記憶させる。その後、記憶媒体１は、
第１読取り書込み部１０から排出される。
【００２２】
次に、その後遊技者が、第２記憶媒体処理装置５に対応して設けられている遊技機８で、
遊技を行う場合について説明する。まず、遊技者は図１及び図２(b)に示されている第２
読取り書込み部１５に記憶媒体１を挿入する。そして図３に示すように、記憶媒体１の挿
入を検知した第２読取り書込み部１５では、記憶媒体１の識別情報記憶部６に記憶されて
いる識別情報を読み取る。第２読取り書込み部１５は、識別情報を照合部１７に送信する
。識別情報を受信した照合部１７では、記憶媒体識別情報記憶部１６に記憶されている識
別情報と照合し、不一致の場合には、第２記憶制御部２０で、記憶媒体１の識別情報記憶



(7) JP 5715202 B2 2015.5.7

10

20

30

40

50

部６に記憶されている識別情報と、持玉特定情報記憶部７に記憶されている持玉特定情報
とを読取り、管理装置９に送信する。識別情報と持玉特定情報を受信した管理装置９の制
御部２５は、記憶部２４に記憶されている各記憶媒体の識別情報と受信した識別情報とを
照合する。そして、一致する識別情報を見つけ、その識別情報に関連付けて記憶されてい
る持玉情報を、第２記憶制御部２０に送信する。持玉情報を受信した第２記憶制御部２０
は、当該持玉情報から特定される持玉数を使用禁止持玉情報記憶部１８及び累積持玉情報
記憶部１９に記憶させる。遊技者が持玉払出操作部１３を操作すると、当該操作を持玉払
出し操作検知部１４が検知し、持玉払出信号を演算部２１に送信する。持玉払出信号を受
信した演算部２１は、累積持玉情報記憶部１９に記憶されている累積持玉数から使用禁止
持玉情報記憶部１8に記憶されている持玉数を減算し、払出し制御部２２で減算した持玉
数の遊技媒体を払出す。
【００２３】
なお、このとき、記憶媒体１の第２記憶媒体処理装置５への挿入直後に持玉払出操作部１
３を操作しても、累積持玉情報記憶部１９に記憶されている累積持玉数から使用禁止持玉
情報記憶部１８に記憶されている持玉数を減算した結果は０となり、持玉の払出しを受け
ることはできない。したがって、台間機である第２記憶媒体処理装置５の現金投入口（図
示省略）に現金を投入したり、記憶媒体１内に別途設けている預り金額特定情報記憶部（
図示省略）に記憶されている情報から特定される金額を使用したりして、玉貸しを受けて
遊技機８での遊技を行う。そしてその遊技の結果、遊技媒体を獲得し、その獲得した遊技
媒体を第２計数機４で計数すると、演算部２１がこの計数した持玉数を累積持玉情報記憶
部１９に記憶されている持玉数に加算する。その後当該遊技者が持玉の払出しを受けるべ
く、持玉払出操作部１３を操作すると、上述のように、持玉払出し操作検知部１４が検知
し、持玉払出信号を演算部２１に送信する。そして持玉払出信号を受信した演算部２１は
、累積持玉情報記憶部１９に記憶されている累積持玉数から使用禁止持玉情報記憶部１8
に記憶されている持玉数を減算し、払出し制御部２２で減算した持玉数の遊技媒体を払出
す。
【００２４】
上記のような構成にすることにより、他の遊技機(＝第１記憶媒体処理装置３に対応して
いる遊技機８)で獲得した、いわゆる持玉を、特定の遊技機(＝第２記憶媒体処理装置５に
対応している遊技機８)で使用しようとしても、記憶媒体１の持玉情報は、表示部２１で
表示されるが、特定の遊技機８では、使用することができず、遊技者の持玉を用いた遊技
を確実に禁止することができる。一方、表示部２１では、記憶媒体１の持玉数と、第２計
数機で計数された持玉数を合算した累積持玉数を表示するため、遊技者に自己の財産であ
る持玉の存在を認識させることができる。
【実施例２】
【００２５】
図４は本発明の記憶媒体処理システムBの全体を概略的に示した概念図であり、第２記憶
媒体処理装置２６は、遊技機８に対応して設けられている台間機であり、管理装置９に接
続され、相互に情報の送受信が可能である。第２記憶媒体処理装置２６は特に、持込み禁
止モード信号を受信して、第２記憶制御部３６が記憶媒体１の持玉情報を使用禁止持玉情
報記憶部３１に記憶させる制御を行うように設定する、あるいは、持込み通常モード信号
を受信して、第２記憶制御部３６が記憶媒体１の持玉情報を使用可能持玉情報記憶部３３
に記憶させる制御を行うように設定する設定部３９と、持玉払出操作部２７と、持玉払出
操作部２７が操作された際に持玉払出信号を送信する持玉払出操作検知部２８と、記憶媒
体１を挿入・排出自在で、挿入された記憶媒体１に情報を書き込み、また記憶された情報
を読取る第２読取り書込み部２９と、遊技者の所持する記憶媒体１の識別情報を記憶する
記憶媒体識別情報記憶部３０と、記憶媒体１の持玉数を記憶する使用禁止持玉情報記憶部
３１と、第２計数機３２で計数された持玉数を記憶する使用可能持玉情報記憶部３３と、
使用禁止持玉情報記憶部３１に記憶されている持玉数と使用可能持玉情報記憶部３３に記
憶されている持玉数の合算値を表示する表示部３４と、記憶媒体１の識別情報記憶部６に
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記憶されている識別情報と、記憶媒体識別情報記憶部３０に記憶されている識別情報との
照合を行う照合部３５と、照合した識別情報が不一致の場合は、記憶媒体１に記憶されて
いる持玉特定情報から特定される持玉数を使用禁止持玉情報記憶部３１に記憶させる第２
記憶制御部３６と、使用禁止持玉情報記憶部３１に記憶されている持玉数と使用可能持玉
情報記憶部３３に記憶されている持玉数とを合算する演算部３７と、持玉払出信号を受信
すると、使用可能持玉情報記憶部３３に記憶されている持玉数の遊技媒体を払出す払出し
制御部３８とを有している。
【００２６】
なお、記憶媒体処理システムBの前提として、管理装置９は持込み禁止モード信号を第２
記憶媒体処理装置２６の設定部３９に送信する。持込み禁止モード信号を受信した設定部
３９は、第２記憶制御部３６が記憶媒体１の持玉情報を使用禁止持玉情報記憶部３１に記
憶させる制御を行うように設定する。一方、管理装置９から持込み禁止モード信号を受信
しなかった設定部３９は、第２記憶制御部３６が記憶媒体１の持玉情報を使用可能持玉情
報記憶部３３に記憶させる制御を行う。つまり、第２記憶媒体処理装置２６は、管理装置
９から持込み禁止モード信号を受信すると、持込み禁止モードになり、持込み禁止モード
信号を受信しなければ、通常モードでの運用になる。
【００２７】
また、上述の持込み禁止モードに設定する際、管理装置９で持込み禁止に設定されなかっ
た第２記憶媒体処理装置２６には、通常モードでの運用の設定となる通常モード信号を送
信するように構成し、管理装置９から設定部３９で通常モード信号を受信した第２記憶媒
体処理装置２６は通常モードで運用されるようにしても良い。
【００２８】
第１記憶媒体処理装置３に対応して設けられている遊技機８で、遊技を行う場合、遊技者
は、記憶媒体１を第１記憶媒体処理装置３の第１読取り書込み部１０に挿入する。そして
第１記憶媒体処理装置３に対応して設けられている遊技機８で遊技を行った後、記憶媒体
１は、遊技者によって、第１読取り書込み部１０から排出される。
【００２９】
次に、その後遊技者が、第２記憶媒体処理装置２６に対応して設けられている遊技機８で
、遊技を行う場合について図４及び図５を用いて説明する。まず、遊技者は第２読取り書
込み部２９に記憶媒体１を挿入する。そして、記憶媒体１の挿入を検知した第２読取り書
込み部２９では、記憶媒体１の識別情報記憶部６に記憶されている識別情報を読み取る。
第２読取り書込み部２９は、識別情報を照合部３５に送信する。識別情報を受信した照合
部３５では、記憶媒体識別情報記憶部３０に記憶されている識別情報と照合し、不一致の
場合には、第２記憶制御部３６で、記憶媒体１の識別情報記憶部６に記憶されている識別
情報と、持玉特定情報記憶部７に記憶されている持玉特定情報とを読取り、管理装置９に
送信する。識別情報と持玉特定情報を受信した管理装置９の制御部２５は、記憶部２４に
記憶されている各記憶媒体の識別情報と受信した識別情報とを照合する。そして、一致す
る識別情報を見つけ、その識別情報に関連付けて記憶されている持玉情報を、第２記憶制
御部３６に送信する。持玉情報を受信した第２記憶制御部３６は、当該持玉情報から特定
される持玉数を使用禁止持玉情報記憶部３１に記憶させる。なお、演算部３７で、使用可
能持玉情報記憶部３３に記憶されている持玉数と、使用禁止持玉情報記憶部３１に記憶さ
れている持玉数とを順次合算し、表示部３４で当該合算値を表示する。遊技者が持玉払出
操作部２７を操作すると、当該操作を持玉払出し操作検知部２８が検知し、持玉払出信号
を払出し制御部３８に送信し、使用可能持玉情報記憶部３３に記憶されている持玉数の遊
技媒体を払出す。このような構成にすることによって、実施例１で示した構成よりも構成
を簡単にすることができ、便宜である。
【００３０】
なお、上述していない本実施例における他の構成及び効果は、実施例１に記載した構成及
び効果と同様である。
【実施例３】
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【００３１】
図６は、本発明の記憶媒体処理システムCの全体を概略的に示した概念図であり、記憶媒
体処理システムCは、記憶媒体４０と、計数機４１と記憶媒体処理装置４２と、管理装置
４３とからなる。
【００３２】
記憶媒体４０は、情報を記憶し、また記憶された情報を読出すことのできる媒体であれば
よく、例えば、集積回路を組み込んだ会員用IDカード、ICコインである。特に、当該記憶
媒体４０は、当該記憶媒体４０に割り振られた固有の識別情報を記憶する識別情報記憶部
４４と、持玉特定情報を記憶する持玉特定情報記憶部４５を有している。持玉特定情報と
は、管理装置９内に記憶している持玉数を示す持玉情報を特定する情報である。
【００３３】
図７に示すように、記憶媒体処理装置４２は、遊技機４６に対応して設けられている台間
機であり、貸し玉あるいは貸しコイン等遊技媒体の払出し機である。また、遊技機４６に
は、払い出された玉、コイン等の遊技媒体を計数し、遊技者が獲得した持玉として、遊技
媒体の数量等の情報を記憶制御部に送信する計数機４１が設けられている。また遊技機４
６の前面には、記憶媒体４０を読取り書込み部４７から排出するのを促す排出ボタン(図
示省略)が設けられている。排出ボタンは、作成部４８と接続されており、排出ボタンが
押下げられた場合には、排出信号を作成部４８に送信する。
【００３４】
記憶媒体処理装置４１は特に、持込み禁止モード信号を受信して、記憶制御部５０が記憶
媒体４０の持玉情報を使用禁止持玉情報記憶部５４及び累積持玉情報記憶部５５に記憶さ
せる制御を行うように設定する、設定部５９と、持玉払出操作部５６と、持玉払出操作部
５６が操作された際に持玉払出信号を送信する持玉払出操作検知部５７と、記憶媒体４０
を挿入・排出自在で、挿入された記憶媒体４０の内部に情報を書き込み、また内部に記憶
された情報を読取る読取り書込み部４７と、遊技者の所持する記憶媒体４０の識別情報を
記憶する記憶媒体識別情報記憶部４９と、記憶媒体４０の持玉数を記憶する使用禁止持玉
情報記憶部５４と、記憶媒体４０の持玉数と計数機４１で計数された持玉数とを合算した
累積持玉数を記憶する累積持玉情報記憶部５５と、読取り書込み部４７に挿入された記憶
媒体４０の識別情報とは異なる識別情報を作成する作成部４８と、この異なる識別情報を
、記憶媒体識別情報記憶部４９に記憶させ、また後述する照合部５１で照合した識別情報
が不一致の場合は、記憶媒体４０の持玉数を使用禁止持玉情報記憶部５４及び累積持玉情
報記憶部５５に記憶させる記憶制御部５０と、記憶媒体４０の識別情報記憶部４４に記憶
されている識別情報と、記憶媒体識別情報記憶部４９に記憶されている識別情報との照合
を行う照合部５１と、計数機４１が計数した持玉数を累積持玉情報記憶部５５に記憶され
ている持玉数に加算し、また持玉払出信号を受信すると、累積持玉情報記憶部５５に記憶
されている累積持玉数から使用禁止持玉情報記憶部５４に記憶されている持玉数を減算す
る演算部５８と、減算した持玉数の遊技媒体を払出す払出し制御部５２とを有している。
【００３５】
管理装置４３は、図６に示すように記憶媒体処理装置４２と接続されており、相互に情報
の送受信が可能である。管理装置４３は特に、持込み禁止モード信号を記憶媒体処理装置
４２の設定部５９に送信する。
【００３６】
なお、記憶媒体処理システムCの前提として、管理装置４３は持込み禁止モード信号を記
憶媒体処理装置４２の設定部５９に送信する。持込み禁止モード信号を受信した設定部５
９は、記憶制御部５０が記憶媒体４０の持玉情報を使用禁止持玉情報記憶部５４及び累積
持玉情報記憶部５５に記憶させる制御を行うように設定する。一方、管理装置４３から持
込み禁止モード信号を受信しなかった設定部５９は、記憶制御部５０が記憶媒体４０の持
玉情報を累積持玉情報記憶部５５に記憶させる制御を行う。つまり、記憶媒体処理装置４
２は、管理装置４３から持込み禁止モード信号を受信すると、持込み禁止モードになり、
持込み禁止モード信号を受信しなければ、通常モードでの運用になる。
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【００３７】
また、上述の持込み禁止モードに設定する際、管理装置４３で持込み禁止に設定されなか
った記憶媒体処理装置４２に対しては、通常モードでの運用の設定となる通常モード信号
を送信するように構成し、管理装置４３から設定部５９で通常モード信号を受信した記憶
媒体処理装置４２は通常モードで運用されるようにしても良い。
【００３８】
次に、記憶媒体処理システムCの処理の流れを説明する。まず、遊技者は、記憶媒体４０
を記憶媒体処理装置４２の読取り書込み部４７に挿入する。そして記憶媒体処理装置４２
に対応して設けられている遊技機４６で遊技を行った後、当該遊技機４６での遊技を終了
する場合、排出ボタン(図示省略)を押下げる。遊技者の排出ボタンの押下げによって、排
出信号が作成部４８に送信される。排出信号を受け取った作成部４８は、当該記憶媒体４
０から読み取った識別情報とは異なる識別情報を作成し、記憶制御部５０は、作成された
当該識別情報を、記憶媒体識別情報記憶部４９に記憶させる。その後、記憶媒体４０は、
読取り書込み部４７から排出される。
【００３９】
次に、その後遊技者が、記憶媒体処理装置４２に対応して設けられている遊技機４６で、
再び遊技を行おうとする場合について説明する。まず、遊技者は図６及び図７に示されて
いる読取り書込み部４７に記憶媒体４０を挿入する。それから、記憶媒体４０の挿入を検
知した読取り書込み部４７では、記憶媒体４０の識別情報記憶部４４に記憶されている識
別情報を読み取る。読取り書込み部４７は、識別情報を照合部５１に送信する。識別情報
を受信した照合部５１では、記憶媒体識別情報記憶部４９に記憶されている識別情報と照
合し、不一致の場合には、記憶制御部５０で、記憶媒体４０の識別情報記憶部４４に記憶
されている識別情報と、持玉特定情報記憶部４５に記憶されている持玉特定情報とを読取
り、管理装置４３に送信する。識別情報と持玉特定情報を受信した管理装置４３の制御部
６１は、記憶部６０に記憶されている各記憶媒体の識別情報と受信した識別情報とを照合
する。そして照合の結果、一致する識別情報を見つけると、その識別情報に関連付けて記
憶されていた持玉情報を、記憶制御部５０に送信する。持玉情報を受信した記憶制御部５
０は、当該持玉情報から特定される持玉数を使用禁止持玉情報記憶部５４及び累積持玉情
報記憶部５５に記憶させる。そして、第２記憶媒体処理装置４２に対応して設けられてい
る遊技機４６で、遊技を行い、遊技媒体を獲得すると、計数機４１で計数され、演算部５
８は、この計数した持玉数を、累積持玉数記憶部５５に記憶されている持玉数に加算する
。その後、遊技者が持玉払出操作部５６を操作すると、当該操作を持玉払出し操作検知部
５７が検知し、持玉払出信号を演算部５８に送信する。持玉払出信号を受信した演算部５
８は、累積持玉情報記憶部５５に記憶されている累積持玉数から使用禁止持玉情報記憶部
５４に記憶されている持玉数を減算し、この減算後の持玉数の遊技媒体を払出し制御部５
２で払出す。
【００４０】
なお本実施例では、実施例１と同様に、使用禁止持玉情報記憶部と累積持玉情報記憶部と
の組み合わせを有する構成を示したが、実施例２のように使用禁止持玉情報記憶部と使用
可能持玉情報記憶部との組み合わせを有する構成としてもよい。
【００４１】
上記のような構成にすることにより、ある遊技機(=遊技機４６)で獲得した、いわゆる持
玉を、同一の遊技機(=遊技機４６)で使用しようとしても、遊技機４６で使用できない構
成としたため、同一の遊技機で獲得した持玉であっても、遊技者の持玉を用いた遊技を確
実に禁止することができる。
【００４２】
なお、上述の実施例１～３では、記憶媒体に持玉特定情報を記憶しておき、この持玉特定
情報を基に管理装置において当該遊技者の持玉情報を特定することとしていたが、この持
玉特定情報は、当該記憶媒体に記憶している識別情報で兼用する構成としてもよい。
【００４３】
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また、本明細書にいう遊技媒体とは、パチンコ玉やスロットマシン用のメダルを指すもの
とする。
【符号の説明】
【００４４】
１：記憶媒体、２：第１計数機、３：第１記憶媒体処理装置、４：第２計数機、５：第２
記憶媒体処理装置、６：識別情報記憶部、７：持玉特定情報記憶部、８：遊技機、９：管
理装置、１０：第１読取り書込み部、１１：第１記憶制御部、１３：持玉払出操作部、１
４：持玉払出操作検知部、１５：第２読取り書込み部、１６：記憶媒体識別情報記憶部、
１７：照合部、１８：使用禁止持玉情報記憶部、１９：累積持玉情報記憶部、２０：第２
記憶制御部、２１：表示部、２２：払出し制御部、２３：設定部、２４：記憶部、２５：
制御部、２６：第２記憶媒体処理装置、２７：持玉払出操作部、２８：持玉払出操作検知
部、２９：第２読取り書込み部、３０：記憶媒体識別情報記憶部、３１：使用禁止持玉情
報記憶部、３２：第２計数機、３３：使用可能持玉情報記憶部、３４：表示部、３５：照
合部、３６：第２記憶制御部、３７：演算部、３８：払出し制御部、３９：設定部、４０
：記憶媒体、４１：計数機、４２：記憶媒体処理装置、４３：管理装置、４４：識別情報
記憶部、４５：持玉特定情報記憶部、４６：遊技機、４７：読取り書込み部、４８：作成
部、４９：記憶媒体識別情報記憶部、５０：記憶制御部、５１：照合部、５２：払出し制
御部、５４：使用禁止持玉情報記憶部、５５：累積持玉情報記憶部、５６：持玉払出操作
部、５７：持玉払出操作検知部、５８：演算部、５９：設定部、６０：記憶部、６１：制
御部、A：記憶媒体処理システム、B：記憶媒体処理システム、C：記憶媒体処理システム
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